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１ 研究の概要 

本研究では、多言語による自然なコミュニケーションを行う案内ロボットを実現するため、ビーコ

ンを用いた使用言語取得機能、および使用言語推定のための多言語会話機能の開発を行った。

ビーコンによる方法は利用者のスマートフォンの設定言語情報を取得することで利用者の使用言

語を特定し、多言語会話による方法はロボットが主導する会話の返答を通して利用者の使用言語

を推定する。これらの機能をソフトバンク社のPepper、ヴイストン社のSotaの既存のコミュニケーシ

ョンロボットのインタフェース機能として実装し、実証実験を通して、提案手法の有効性評価を行っ

た。 

 

２ 研究の目的と背景 

観光立国を目指す日本では、訪日外国人に対する「おもてなし」の対応を行うことは重要な課題

であるが、言葉の問題から現状では十分な対応が取れていない。このような問題に対し、自然言

語処理技術に基づきコミュニケーションロボットが多言語による対応を行う方法が期待されている。

しかしながら、利用者の使用言語が分からなければ言語モードを切り替えることができず、現状で

はボタン選択や指定フレーズの発話等を利用者に要求し、自然なコミュニケーションとしての実用

化に至っていない。本研究では、ロボットが利用者の使用言語を自動的に推定し、利用者の使用

言語を用いて自然な会話を行う、多言語コミュニケーションロボットの実現を行うことが目的であ

る。 

 

３ 研究内容 

http://lab.sdm.keio.ac.jp/ogi/research/mlrobot/ 

（１）ビーコンを用いた使用言語取得機能の開発 

ビーコンを用いた使用言語取得機能の基本原理は、コミュニケーションロボットに

iBeaconを取り付け、iBeaconの信号の受信をトリガーとして、ユーザの所有するスマート

フォンの設定言語情報をバックグラウンドでサーバに送信する。ロボットは一定時間間隔

でサーバにアクセスし、サーバに送信された言語情報を参照することで、自身の近くにい

るユーザの使用言語を特定する（図１）。本研究では、コミュニケーションロボットとして

ソフトバンク社の人型ロボットPepperおよびヴイストン社の小型ロボットSotaを対象に、

本機能の実装を行った。 

http://lab.sdm.keio.ac.jp/ogi/research/mlrobot/
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図１. ビーコンを用いた使用言語情報取得のシステム構成 

 

（２）使用言語推定のための多言語会話機能の開発 

ロボットの設定言語が利用者の発する言語と一致していない場合、ロボットは利用者の

発話を正しく理解することができない。ロボットは設定されている言語モードでもっとも

近い言葉に当てはめて言語を認識しようとするため、この聞き取り単語をデータベース化

することで、利用者の言語推定に利用することができる（図２）。本研究では、日本語、英

語、中国語の間で、ロボットの言葉を理解できない場合のユーザの返答をそれぞれデータ

ベース化することで、ロボットが会話を通して利用者の使用言語を推定し、設定言語を切

り替える機能をPepper、Sotaを対象に実装を行った。 

 

 
図２. 多言語に対するユーザの返答のデータベース例 

 

（３）コミュニケーションロボットを用いた実証実験 

開発した提案手法を検証するための実証実験として、コミュニケーションロボットSota

を使用した大学内でのプロジェクタ貸出しシステム（図３）、Pepperを使用した大学内での

教室案内システム（図４）への応用を行った。プロジェクタ貸出しシステムは、データベー



スによるユーザ情報とプロジェクタの管理データベースと連動した会話を多言語で行う。教

室案内システムは大学への訪問者に対してジェスチャを用いながら多言語で場所の案内を

行う。実験では、日本人学生および外国人留学生にシステムを使用してもらい、言語切替え

の正確さ、自然さ等についてアンケートに答えてもらい、概ね良好な評価が得られた。 

 

 

 

 
図３. プロジェクタ貸出しシステムの様子 

 

 
図４. 教室案内システムの様子 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

 空港、公共施設、観光地等で、多くの訪日外国人に対する「おもてなし」のサービス提供手段とし

て、本研究の成果である多言語コミュニケーションロボットを効果的に利用することができる。この

ようなロボットが世界的に普及することで、日本だけではなく世界の人々が言葉による不自由無し

にグローバルに行動することが可能になる。また特に、現状のウイズコロナの時代においては、

直接的に人間同士が接触せずに、人間らしいサービスを相手に提供する手段として、コミュニケ

ーションロボットの有効活用が期待される。 



５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 研究代表者は、ヒューマンインタフェースの研究を長く続けてきており、本研究はロボットと人間

との自然なコミュニケーションを実現するためのヒューマンインタフェース研究の一環として行われ

た。ビーコンを使用した言語特定技術は、デジタルサイネージに個別の情報を提示するための手

段として開発してきた方法の応用であり、本研究で開発を行った使用言語推定のための会話モデ

ルのデータベース化は、いろいろなモノに会話を行わせるIoTスピーカの研究への応用等につな

がっている。 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１） 補助事業により作成したもの 

  ・上記の発表論文 

  ・Pepper用多言語コミュニケーションプログラム 

  ・Sota用多言語コミュニケーションプログラム 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 
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